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1.はじめに
近年，金融工学は計算機性能の向上やデータサイエ
ンス手法の進化に伴い,飛躍的な発展を遂げている．将
来予測などの分野は成長しているのにも関わらず，多
様な要素の相互関係や因果関係，経済の動的挙動をモ
デル化するような研究は未だに十分な研究がなされて
いない．
　そこで本研究では，VAR-LiNGAMによる時系列を
考慮した因果探索を行い，時系列を考慮した 3D因果
ネットワークによる可視化，また数法則発見法を用い
た経済変数のモデル化を行う．
2.経済時系列の状態変数と指標
経済時系列は時間の経過に伴って変動する経済デー
タの系列や指標を指す．これは経済活動や経済指標が
時間とともにどのように変化しているかを示すデータ
である．経済指標は国の経済状況を数値化したもので
あり，各国の公的機関などによって公開されている．こ
れは金融機関などの公的機関によって「オープンデー
タ」が注目を集めていることによるものがある．
　経済状況を分析するために用いられる概念として経
済波及メカニズムというものがある．経済波及メカニ
ズムを分析することは経済や産業の動向を理解するた
めに重要であるとされている．経済波及メカニズムに
ついての分析を行った例として，VAR-LiNGAMを用
いてミクロ経済学での企業成長分析を行った研究があ
る [1]．
3.経済変動の数理モデル
計量経済学は経済現象を数理・統計的手法に基づい
ていて分析，モデル化をする学問分野である．計量経
済モデルはこの計量経済学の考え方に基づき，経済の
メカニズムや変数間の関係性を数学的な式や方程式に
よって定式化したものを指す．これによって構築され
たモデルは，政策決定がマクロ経済・ミクロ経済に与
える影響の定量的分析や経済変数の将来予測に利用さ
れる．
　モデル化手法の 1つとして数法則発見法がある．数
法則発見法では多変量多項式回帰を行うことで，デー
タから数法則の復元を行う．この手法を用いた従来研
究としてRF5を用いて様々なデータをモデル化した研
究がある [2]．

4.提案手法
スクレイピングによるデータ収集，正規化などデー
タの前処理を行い分析に適したデータを作成する．そ
してそのデータに対してVAR-LiNGAMによる時系列
を考慮した因果探索を行い，それを 3Dグラフにプロッ
トし，因果関係の可視化を行う．また，実験で VAR-

LiNGAM で用いたデータと同じデータを用いて RF5

を実行し，経済変数のモデル化を行い，それをシステ
ムに組み込む．
5.実験結果並びに考察

図 1 導出された因果と 3Dグラフによる可視化
VAR-LiNGAMによって作成された金融変数と経済変
数の因果 3Dグラフを図 1に示す．また，RF5によっ
てモデル化された経済変数の同定式を示す．
6.おわりに
VAR-LiNGAMによる因果探索を行い，時系列を考
慮した 3D因果グラフの作成，また RF5を用いた経済
法則のモデル化を行った．今後の課題として，今より
も経済データを増やし分析を行うことができるように
システムを高速化することが考えられる．
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